
学位論文題目一覧（平成 23 年度） 

 
社会科学研究科（博士課程前期）法政システム専攻      
平成 23 年度に社会科学研究科（博士課程前期）法政システム専攻を修了し、修士（法学又は、学術）

の学位を取得したのは 28 名で、論文題目と分野は下記のとおりです。 

 
1 エスニック・アイデンティティ －中国回族における事例－ 国際政治学 

2 少数株主の救済手段としての株式買取請求権制度 －中日比較の視点から－ 商法 
3 国連中国代表権問題と日本の対中政策 外交史 
4 アメリカにおける過剰犯罪化と刑事司法システム －スタンツ教授の見解をもとにして－ 刑法 

5 世界遺産登録と地域住民組織 社会学 
6 日本における私募利用の促進と PIPEs 投資 商法 
7 日中における所有権，利用権及び抵当権の調整 －借家関係を中心に－ 民法 

8 違法所得の課税と質問検査権 租税法 
9 死者の「人権」に関する研究 憲法 
10 債権譲渡の準拠法について 国際私法 

11 所得税法における同族会社の行為計算否認規定に関する一考察 租税法 
12 医師－患者間権力関係に対する患者団体の影響 －フーコーの生－権力の視点から－ 社会学 
13 中国の民族政策 －内モンゴルにおける民族教育を事例に－ 国際政治学 

14 幣原外交と田中外交についての比較研究 外交史 
15 日本の国際私法上の弱者保護と中国の弱者保護の現状 国際私法 
16 現代社会におけるＤＶを考える －児童虐待問題との比較において－ 社会学 

17 不動産における物権変動理論の研究 民法 
18 韓国社会で暮らす脱北者のアイデンティティーに関する一考察 国際政治学 
19 譲渡所得における取得費 租税法 

20 柳美里の文学作品から見た在日コリアンのアイデンティティ 国際政治学 
21 生産物責任の準拠法について 国際私法 
22 締出し取引における対価の公正性に関する規律 －買収者の有する価格支配力の観点から－ 商法 

23 日米安全保障体制下における思いやり予算の必要性についての一考察 国際政治学 
24 企業犯罪の刑事規制序説 －日中における比較法的考察－ 刑事政策 
25 法人の目的の範囲に関する研究 民法 

26 公共政策と地域特性 －東広島市下水道事業を素材として－ 行政学 
27 日中外交関係における歴史教科書問題に関する研究 外交史 
28 法の下の平等をめぐる憲法判例の動向について 憲法 

 
社会科学研究科（博士課程後期）法政システム専攻   
平成 23 年度の論文博士（学術）の学位論文題目と分野は下記のとおりです。   

 
1 1950・60 年代における米台関係と台湾の政治的経済的発展 政治学 


